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工.試見和島寮に関すJFd事項

Ⅱ.緩衝指導に関する事原一日

皿.其の他の貰雇釦こ関する事顔I-小川

Ⅳ.睦導師に関する事項

i, rt

59

I..lI

54

娃糸軌才跡副　p･V･A　6-H17

フーガゾ-ル　S-go

工しトン　L

自仇乾燥　壷凋村法

仕上　磨仰加工農頗漫白那仕上

舶感触如く富鮒胤｡石合着-LてrjjWL触り絹し比叡的酪鮒

･nWL濯廉恥丁巌に如蚤(何-も牌の･方-晶を得､相場的摘

Lたo

1-ト3カシ三ロン蚊帳の試細

目的最近輔の些-触重く尊堂zttていa9然し蚊馳は-細波鋸毅料

絹入して槻こて-す-度にて東金如--拙如し､D台棚鹿

如ミロン｡濃艶-翫7ラカイトグULl=乃し梁雛-し､為に之の

内容性慧削､蒜裟苦言.ATe孟デった〇
農兵　　7jt,ミロゝ　2/48

題糸　　Jil上

密度　撒　き熱L L羽　は入

経糸　旨オ転1札

磨糸　gjvc,,i

適時　　69C,77L　国共

;l>1薮5ら2/1B

絵票当細膚の-上-め-艶-法走行如TL義明染色-的左遷すほ

は出納如餌､洛昏縄を費え合成--甑性に合如しivILL指虐

票ガ房られたと周われるo

トト4変り慮題の成東(舶踊髄泉に相室の二

日的珊瑚糸左-変化せし-製品左練し当地業師姦%E:したo

柏　霊　宝冨芸苧警糸90｡口-カート､-

霊　芸糸2去4*_%4m12中銀マイラー白フイラ-細島

縫糸　96卒と7,i

磨糸　各繊度l=より冥嘉
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通椿　　　姫　4-C).5打I-し　　　耳　目ml

泊教　　　他　?占3,13　　　日　2占;lヨ

ー;15141込　地　　　4太　　　F b太

りCIODジャカード供用

捧7]　2 4･叔魚用

故紙　　24-0枚

盾崇　先にドビ一腰互使用して変此感戚左応用しTL鎗廟4)軌を去行な{)7=が､本試親

はジャカード揮左便って変りツ/TiTの研究五行香った鹿恥,机[(J)費っT=癖題

製品王得る事が出来た.

又最泣流行してし､るマイラー糸と生者4-2中吉台東甘照左射す､普遍頗感度

糸と二軌こて製放した｡恰も銀糸入解題のよう恵変り舶三馬自結集であった

尚鐘糸に蔓錦糸を庚用しに所高敗者結城始の爪床a=添え五感緬製基皇得､ foTれ

も鰐鹿男左席丈o

1 -2- 1強殿利用戯物(一朗題力二於けa

二三の物理約位畠につし＼て

11膚富　洪庵風3L湿碓兵法により多量の水茎席用されるが､製織=場即ち恩糸工場は

市島地亙取り蓋し､て娼当広い監圏にわセリ､昨年各=揚首席用される水の来車

許蕪左行なった店芳一オー表の細く非常に穿った値か出て居り､ iflJ:)併合水晶

事にど0)ように影響してし､る弁疑何てあるt一滴廟の晶昏n合は各乱.7虜糾こよ

る圭巌的なものであってえ左詠伍寸言ことは非常に難LL,'二とであるが､鮒こ

よる景～馨は大きし､毛d)と考えられるo又当地75で艶敵されTJも飢壬薙んど同一-,61

加=工岸で清廉される･J)ち-之互解かして行't一段院として撚糸持引こ蕊iB71は

僕用し･今衡乃参考等斜と寸石島二三の物理的性唇左韻べ克o

尚　書溜フlくJ)もCDと比鮫する為.当歯車所に勘1孟地下7k左横持し1=ものに
I)L＼ても解せて旗討し太く.

寺l畏　長浜担捌く烏麦　平均纏は24-ヶ所し平均蓮JT琵琶詰銅こ圭除く)

2供試料

鮒糸にfる細物の庇-古くctIJ多′フ挙げらJLる札-長雑斉で矩

されてし､る鮎のもの王-とする*-･･M､経-泉茶掛鋤の臥した-o鮎

条件は全蘇同一であるむ

縫糸　療糸　生糸2日粍太引蔀

親密度　　と51 -%,～

線　条

引入教　( ,q2お人

虚　rTJ　　43C肌

線上巾　　4L 2､ 5C,日

舞糸　　生糸と日中左ノ1太L ()射2本各会糸

磨蕪　最-艶下水共980-9靴にて‡5分

配　列　　一度

抜上L'D専責1:よる劇場織は2､ 3表の通りである｡

オ2衷触叡尊表　意海水によるも机打込IqtD私t)

鐘瑞重量

8　日).675

10き　,y

8　妻0.6
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24. 6ぎ0.349

23･430.390
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2970ぎ　24.

ク　　書　290

I 0.i 31

22.6 0.427
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日1410
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35･C恒479
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39.00.726

昔莞ii詔詩語二軍=荘重:L　34･7上23e
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8 i o､642 3,440　呈　23tR　ぎ　0ー390
N　｣　　__　　_　_～

l亨40.2

---三-　二-_: :言-:二日　二一二HI-::i

i 3,44町　20.8　き　0､503　看J7､4　…　40､2

卜2 i 39.0 I r.3

㌍　圭∴王室-I-----.':㍉二.一･
3′44〔‖　22･5　日〕､423　日l､6 , 39､8　卜6

てrMl- ∴-+~て-rT~十--rIT-=十一-I-一二一一一二一十- -一二一て-十-･･一･一-一一二
3,470i 20､8　書　0.519日2､6 i 39､8 】ト9

オ　3　表　鯉胸溝成尊素(患湛水.地下勅二よる毛の)

一子一千二∵予
∫ 8　至

｣

上二｣---二二+二二二ニ4-I-- 1二

蘭幸二可不rT/(.雪ぎr o/,芋蔓7,m言｢富海　さ…培新二よ訓適

】

TT-一十一一二一-.丁一二

3･200　妻　2410 I

-:∴-二∴-三i-I-:--~二
103

I,　毒　3′!20 i 21L7

8 i 19､8i　3,220

ク　至　3,[80　…　2217

---ill - -------こ--一一､ I---

I,　昔　3.150　≦　22､5

--　　｣　　--I- -丁-I- - -

〕､6∃　3′220 ! 24､0

〃　…　3′18

J2書/,圭　3.f50　童　2T､7

":1~‥r一丁: ‥:-:‥: ll ._｣L:

巳

地目〔‖　･,亨　3,23o E　23､8
卜　　　　!　　　　　　5　　　　　　　　!　　　　_　-.

下i :　･　　-･l　:　` ､

0､45I F I

重　量

(‰刈J加)

3針J L ;/
一･-.･.･.･.･.･.･.-.･..-_.･ -_ ■--+.-.･肌. --...

36､9 , LTcl-:
■ ■ ■      i         ■

35.ど. LiZ7r

38､G L424
L　　　　-~~･``~ ~　i -

39､〕　⊆　卜726

0､413　妻13､3

r).365　… 10､2

0､414　… 12､8

0.457　蔓　L54

前号三T8-3

390　1と,2

39.0　1､5

0､405　… 10､9　≡　39､4　… 1､

0､465　を　f L2　≡　369 , L761

水音　8　日3､0を　3,20〔‖　24.3　盲　0､357　…　8､3　…　39､rJ. I LZ;‖
(指導.b

;/ .! 3,23〔) ∃　23.6　…　0､410　喜I L5　盲　39.4　j L540

I, i　3,130 i 224 ; ]､469　至　F3､0　喜　39,0 ‡し793

3,2〔〕C　圭　2415　蔓　0､359
I--_ _i_.__‥___一日__. ___Ilー_ .I___I.‥_I__
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驚愕T,H警漂,0号il亨珊言
lu盲　目縛i　3′23OiF　23.5 !五才丁う

旗顔によ別文題U:)

鮭i
_～ 4_ +_旦_i(_塑

f2一口　妻　369　日.5

卜日,,妻3日rJt　　　　　　　　　　什飢8

堅膏重曹琵i揃千丁3N-:6｢~拍う可圧2.!

十　一　　1-～  . ･一　m11._　･-　　_　~一1'　･l ､ .■∴　十一. I-　-　_　tt:二二

詞ヨ責にLt;lT忘躍絹[･,鳩輪重量は0･6,12机とし撚掛言3 20 1〕

T/rl左基準よしたr,

清廉は巨富湖t7)水と同二韓令左右すa ;jく摘=<r力nL工場で行翫TL,.,

3.試験方遣

試料は紹て適度20〃C､退席ら5U/oに-されたデ川-.巨中に一昼夜以上

放蓋し･託憩は適度20工foc､温郎5土2相下で刷ったJ

削泰軟催

rn2･5机t長さ20mの試料にてハートルーフ増によ｡･経度細見び国毎

面くD平杓としつり下げ篠3命の暗判定し七｡

(2)圧膚蕪性度

2ロ)和働優子鯛L,一日軌=つし､て畝料左3叔軌､絡席の方向源直角に交わ

る銅ロ(重ねて､初荷皇50妬牡し30 C甥るed)荷室を仁丹陥け除副

令後に測定した｡

(3)防鞭度

慮磨方軌二つし､て巾-､長さ4cntの軸左二つbTとして50050)荷重を

5分向胤十方が垂塵と恵-朝くつaL､除垂ら分線に判定LTL,9

㈲ U]断蓮伸度

娃J*方向J:つし､て巾ら加､長三20加-の-左凱､､初荷垂2拍とし､シ

孟宗/Llq;㌘布軸触鮒左肘他山こて軸度鵬を虚-がら
6)反復荷重伸長曲慮

nl血･長引Fcmの宅の左･スコ小型テンウイルテスタ-左軌､､荷重

旧kglとし悔､ 2･桓4鯨6射こて反顔し･荷重イ脂曲線壬嵐乏反復

する傾合･前場復-ってよ1用0)反復両端まで･,i)蒔raはヨLl薪吸内であ

り､ l令2令とEBGは取って監TL,介余り顕竃に担われ如＼っtL,f)J-)で凄絶的に

行査〕た0

4･試壌績架並びに考察

(り柔軟性
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比叡と柔軟性fj鞠係は廿日惑,J)通り首ある
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〇　日太金糸

A IO泰.合糸

d lZ走､合糸

(銀輪蔓草)
- ○_6iO夢左

-一一0.642と喧

- --0､6 75alEi

同C,〕績東

燃教によ;て柔軟性は低下して行くo　えは感激との簡保も潔し､､土監わjrL志が

合糸教1 J本の毛ので領斡重量0.占I O奉公の3450T/rlのも0))漁滅ぼ

23.lojであり､同じく1 0太金糸a)0.64･2私t C).675夢占調う,iこ巨′一端

'/Tjものは22､7u/oの漁舟にも拘らず紫蘇0増加と手引二柔軟性は仏下してし､る

ことfhらも＼燃殻による影響が廉#f二よ嘉量)署より七大否あると考え封,1る

施療によa景/,,馨として8五､ 10太､ i 2連合系と藍し､よ,-)である｡

又ニ0)場合各原敬に対して柔軟性の低下する温少割合もg速金糸の竜0)は

少日0本12本と虚庫の増加と英に勾政は急に憩って.行くよF)であるが､

え.3弓太の毛の､歴敬29 5(JT/1のものと3,4_EOIT^1のものとの康澱差

課長大IJ q/.であり､ I C)志功もa)ErLEo/､ I 2本a)ものは2､6･yoと大吉

(せってし､る為とも考えられ26).

固より鐸鵡垂副こよさ景')督掴必離し･縄である.

比の軌言経慮面方向の平杓値星表わしたものであaが.経緯方向別引三宮

太1 0志12連名金糸共照数3ノ2.OC)TTl正は屠jjlSlが柔か( ､七{D差は怜

恵10太g去C)頃で天きくなってし､るが3450T/rIでは8泰金糸左線書FO

太I2番金糸薬療方向新顔L番って(益｡

ー8-

･At

秦

健

(ml †心

外2厨は嬉慈席と柔軟性の偏頗であるo

0

C｣一一一.･. ⊥

>

()

X＼　　､1.　　-∴･･

A ､＼＼-二三~

0　8五金糸

～｡　　　火　に)太合糸

A 12本台糸

`0　　　--着溢　れ

75｣ム-.十㌧二二-霊
ー~一一一一一一_.__A

･ふ.

也

781 'a

二""二二~三,_-I-~~~~二~~~~

オ2団　経密度と柔軟鵬b.(地下水と絹像

牡　下1､

傭密度による景堰としては､嘉削く､地下7k相席の肋と異に好少Lて

し､る｡廉配欄鮎亀吉に､例えば妄溜水の1 2-銅も.I)で盛庫根

‰と20､6%札の石釧謂廟-あa頒軟-低下寸a L､又凱(I,2

加古のゝ､密度-gA/cIKのものは戊0妬･しの毛のより顔如香し､に細

らず密度の漕那掛してし＼さしL又-齢泰粥のにつし､て臥素敵

鵬のは細鞘である姻度硝加で澱机てし､る勺ニ7)場合も金敷抑

紬＼ j O太､ I ri本と-の軸と-頭,=なるようであるIJ禍aB"育

は8如古訓紺れも--柔か(川本､ I 2泉金糸の毛Jlf射り.0私

物圧舶芸は鹿梢机､朋粗相こ鮎と-向-沌-,てe孟r･

轍と圧触性寝の蘭-斗3臥虐密度と圧-仕度の財係一芸オ41軌′鳩

Uで有るや鋸よる票湾としては､紬1 0*金糸のものにJ-八､てぼ鮎

と変I3蛸であJ)～ f 2本--のJ=つし､ては-32｡jCT/Hより3′4

5 OT^1欄に急に低下する｡ -線度L=射る欝数-性桝星座えてL､

5(])でJJか舟と患われB? -差による影響はこの場合貼れ飢＼L,過

輪重量差J=よる影響脚18.1し軌＼牡鑑であl o

怒席靴0号僧とLて-糸穀紘I0 -も､ノ-9菊凡てや,TaiL.J2

相系相席の軸と矧二#/Jtしてし､a L〕桑溜*L -机)差は不耶あ∂

-91



Jl■IT

lけ宕

オ41裏　庭方向にai一丁る庶教と防康隆　こ/

58

圧　頻

#84

即　鮎　　8
性　庫　∩㌢〕

nU

5
CD

圧　膚

4　　　3　　　　っん　　　l nU
Q3　　　8　　　8　　00

男　性　産　(%レ.

(3)防頻度

=iiiiiiiiiii=iiiiiiiii

1-1一..｣暮..qh｢ま...一i｢-

A

0---一･一------0--

｡-一二二:霊±

ヂ唾藷:二二
ムー　　　　　　　　　　　　　　　ヽ､

A-.._∴_　J　ヽ

~一一一一一0

--～----o

~　~~~　-X

一一一一一一一

二二二二､._

gi iZg
＼

＼

ヽ

＼

0

0　8本台糸

X lD本台糸

A J2太金糸

〔銀輪重量〕

- o丘】D多良

＼切　　　　り一一一0_642軸

･㌔　　　一一一0丘75紹

3〔氾D　　　　3

燃殻　　　T/H
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オ4_局　　線密度と圧癖弾性度

鐘方向に射丁る照教と防敵性と(/)勘気はガ41表0)通りで諮り又密度と(JD蘭孫

艮地下水と,7)常備:D右,カはナ5表｢/)通りである0
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慮方向によa相性Fよ燃数の増加と井に后はする康で糾､鼠康に,iる農場

としては金糸薮3本､川本は蛋んと変らぬ丸盆細目2本の毛a)はそれ

らより若手虚し､億と患ってLl石.

サF長　座方臥二おける鹿特産と防鞍姓
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百一燃に割丁る容度勘ヒそ菜馴くa)8太金糸J)もLDl硝んど変らず､川

本の毛J)馴?.DAY-で最大値言示し､ J 2本J)吉U)即?､車軸､で猷値

を示してし＼る･-繊度差tLては8本･用木金糸＼捕肌沌机数値が出て

し､る蝋2-本金糸のものはそれより若羊臥､億と怒るご一地下用周J)若洲才

バ､ラ甘辛醗く密度差､ -差による傾向は射きfl{)早ちか凧境鮎

における冶方的収勧多eもa)が比軸-鷹巣とq･)て現わパて.J --;/, ,

ヌ凍励ま経､膚-左全曲て功もa)である札慮糸条件左一定にL T=舶下

郎為.燃喪差､軒は唾庫裏にわて苦手条件lJ食ってし､細も即し射､が
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オ　b東　燃数勘LLiるU]節義庫庫裏
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経75向に勧丁るtn新発瑚三､燃軌り増hDと矧ご窟少し金糸教a蜘i=某に窟少する【)磨

方向のtn断速力は欝薮の増加と矧二波少L,合糸数の別口と兵に健太する｡

虐方向に発ける切断陣度は紬寝の増加と矧こ増大し､勇に澱薮Lfj増加にj#FJ増大して行

く最で方3-えぽこの表から･伸康は車力と比例掬係に秀吉為･強力:Jl少し＼圭相棒庵も

坐(出て判断し臥､o之は唐方向の場合も田鹿である机経緯共､同一荷垂下T)伸庵脚

7回より判定L,て鐘75剛ま燃薮J)増力Dと軌二僧し､東夷67に於てもE]じことガ云える0

度75厄Tl二村丁る線度o)宙鳳言舶a)増加で蔽少するo金庫との碗係はオ8団で表わし

毛利言募馴く∽ 1 8･2畢んtのも3,と2C)･67h/mのもので有るが､ ¥の臥7)密庵.1)毛:蟻

んどこ(7伯に収まる巌で方るo討7蓑はこれらの籍崇であるo

二､に碁て毛切断強力は-経方向に於ては合糸数0億加と共に若手毅少しL密度･,増加

と其lニ薪少する0

度方向l=放ては密席J)虐加と矧ご増加し金糸教と井に壇大するQ
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し蜜席占其に塩カロ寸石u

磨方応lにっし､てf/JL @.壕-地と箕に勘＼上宝-ノ増血と耳に-すぼ硝石酷

芽8附｡途中の-膚垂下に--31-ま､飯事r;),･1,1Llも-伸展上密度,J)=PgL唱

少沓し､o

'Jl藤軌乱壌造による倖長率

即､ 8R,,鳩l申軸-ら､洲二丈､牙2/T伸--矧生--璃麦と思われ

るから･オ5粕-延長して-との交-蓉--三に-てオー丸牙2次仲良

の大き三紙薮して軸た劉削ま封9泉､別こ)麦楓｣であるC

鮎鳩庫疋び-とg)蘭- --,jL､ては-/I)孤--重量共猷し更

に庶薮と勘二漕大してくる.

慮方馴こ於てぼ厳酌憎大と共に#/i,lL､燃教の働Dt井に増加するゥ之踊相新盤

伸度の鮎と靴であao止絹はL/f立--良-憂L=大きは石されてし､錆と

轍されao

容鮎の楓二於ては･ --挺ては煮-射9､｡4/｡･LIJ78机0総糸の毛q)Lま
'い卿細水出てし､-慕-他下7順密度相加と勘二-す硝帥素紺､

i 2太合糸はJ 9､0鞄n･ I 9tBち血で一つの山を彬射硝であるG

鵬と欄係は-贈加すれば- ｡猷-忙ある-方釦婚度-加と其l=増

肘る舶棚る溜8太､ 1 0--もJ"I,フし＼ては･長-､地下矧9.8,-20.6

i/細で楓土加藤で糾＼ I 2本-に-て馴9･O T 9､8‰で鴨が軌tt

て東てし＼る｡加し､こら蜜柑TS込んでも主-に鞭原がある･･/7)TktJかかと患柵

a D
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変化三tt九もL,PJ柚燃数2 9 5欄'/)台宗教左封ヒさせ

rLもの-一例であるo三富d)r乱打)会素数の愛イ収は燃

殻の賓化にclる毛-勘こ前場相席曲席と同様洲的

があり＼銅湖に虹､て蘇れ:吾L伸庵が少古い制瑚

荷重が大き過ぎ細物が伸ば糾し抽鑑と竃､つて試駆され

た為である-JLL角掬∃される｢

叶　　　　口

伝偉荷重伸長曲鹿
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.;?試駿は諌封L,D国保上武験回教肘柏こ甘ノ芋川し.7L,ことは蓋え恵し＼が･ =くオ荷室左
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重度方針二つし､てa)荏-催如腰度lD脚班に泣少傾鹸ある鹿である｡又触
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Tか2表　虐方向動丁事敵性針密度と欄iJ,i)

潜　　　　　水
地　　　　下　　　　7Jく

庶蓋

農糸廉件左一定とL･亙-圭使用Lノて療-び-蓋L;,鳩糸で･離島匪壬更

え摘合功一助緬及-下水左-した鮎])一腰題腐凋理緋婚姻ヾ+i,が､

鐘軸量の震動＼矧二-鹿rTた農画和捌く凱よ弛下蝿が長靴の毒筆l紺

つきJ)堤われな弁っ充o

欄に楓楓密度-加-軟性一線方的防敏性布凋梢の郎順わ
れ､道に鹿方向･カ路銀性良切断伸度箸は膳天顔向捕る郎ある｡

最凱こ掘削削徹協刀硝っ頼防--工業塩導軒秋山所最､宇遭碗理

軒端繁最jiび渡師の方クに深く感謝致しますo

ト2-2生糸の種類腰糸業者Bf))と朗の物性変化

生餌はfj娼年表-梧舵-と肉蛸&l=わてし､aが､生射二恥Z･し､ろ鳩

類がSu､又製糸葉書別に生産された生如よっても糸凱差-摘､呈J)ti宙左各
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各韻ベ15みI=利用して屡ナした穀丘左作らiJぼならilL1 Q

ニ'に双に各製糸業毒別a)生糸で一好感題を試鼓して慮緬の物性壬比較し､生糸によ

てし､かに李化a)あるも9)か､又加えて慮緬の'nR卓の一つとして｢ガリ→捌義因が泉毎と

係のあaものかどうか併せて一検討してみたo

○　試　　験

的)就料糸

吊　鹿　糸

i2)偉　糸

試料戸　　鼎康2I中10本

(β)膚養条件

義満温度　　　950,) 98 oc

義満持向　　　1 5ノ方

(C)絶海の物性試巌方法

(り　厚　三

50抽o)圧力のもとで別定面積2こmfにつし､て監三言漸定すさ亡,

12)圧席単性度

試片を3棺重ね初荷亀50LR+EJで厚さ左測り､双に荷重5 0〇号右,巨でl分

署Lて屠己を労る｡双に除重し･ J分固定雀後再び初荷重,1)もとで単三去

圧摩単性濠を求あさ｡

(jj　防取直

試片I X4〔mの長辺を直角に折り曲げ､ 5C)○昏･巾荷重で5分園和えた揉一

命Gl毅農技J)尉毎度左測り､ 1 800と(/)比の百分率で示すo

(4)馳軟庫

1人3亡札の新玉71く平に保ち､ l分向後a)垂れ下る烏己と乱弓J)長さの比

分率で示すo

L5)存留セリシン

ー22-

鼓斜線泉･鹿央を莞全席鹿し､ ¥九線演季長翻る.,

〔6)洛義美による反射率

セリi-ンフィブロインの賠梁毒性欄用に拙酸性77,ゝン順鍛雄∴

メキルグり-ン⑦-素で巣重し､分光マ鹿討で-孝三加療線度合細る

日管とすa｡

席用色素昆濃度

t　酸性フクシン(鯨ヒりゝ,}重責ト

2- ,1チJJLグリーニ(鰭フィブロイン重責)

麓射滞長

1酸性7クシソによる韓色試布

2　メキルグり-ンによる薙垂乾布･-
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鋸軸生絹の金糸数即ち--星同一と旦&L,て毛各ク-秦(鳩頑にJ jて墓

相郎雫ってし､石と考えられる凧飢この纏の窟-壬-殿に粛鋤

怒-)てL13D

B)削ク---及Tj､萎太-力太-欄蜜寸-と触れ孟凧二鳩巣

からぼ何れと古墳座怒籍栗は縛られ勧＼ワtL･h

tc)細線こ柔軟性と-性左菅田-物で臥-に3∴ノO L-) T/,{1Pm舶鹿鮎

加え梢に､各-に内-こ差-じ摘､組庚-ら舶順軟に影響左反

乱てし＼る机而し引--がPgL､義＼生糸の性郎卜ら末吉-珊配れるも

のと患われる｡

(D)欄,Ga)-め-め-つとして穫-リラン-､舎楓-日t7L)hfn

性宙も考えられるか.こ)では符--シの紅も′り削胤舶左京LL --

方染色L=よa反射率69腐臭か錆E機のことが芸し､鮎｡
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C) ｢ガlJ｣.,j)弟蔦からJ順良として考えられる戯度放､ tlリシン量の多少＼種類

磨康厚含廉く屈曲しに(し､糸､硬軟に鞄のある糸､揚返括,:7)梓角固着等､し＼ろ

し､ちあZが､七0)#,/響ぽこd)絡巣では疑られせJ｡

(F)経糸の清廉庚台は菟/Vど更全席腰に近し､o

二)親　　族

同一条件のもとT･庫糸に生糸の席喝を変えて試線してみて毛各ウ生糸の特性玉細

して腐緬の物理的性唇に森多恕変化がみられ､従って痛廟艶敵に当っては､蔦葛別

生糸を3,(だUに違用するよりも.むしろEl一藻類､許しヽは付害に蓮田することによ

って均一密製品左得ることガ大切で有るo又､ ㌍兵,J)-')として･J)｢ガリ｣も生泉

､ノウ性毎に近因する費も考えられ石丸多いま合撚糸によって冶芸三れてLまうもL7)

⊥患われるQ電するに各クJ)生糸£給映し､巧みに性亭主生かす事が軒雫であさ｡

十三一一3　長浜地方に於l電路緬の縫糸張力測定慮巣Llっし､て

!　員　　的

現鹿足.製感情0)鹿糸濃力左親愛する直当省頗廉が甘(.車に亨を東上に乗せて

濃力左7]1･によって47-なってきた｡その為巌出し介ら盛上げまでJ)張7]U)諦登玉

艶赦しやすし､条件の下に現場工軌こよって行なう±あL整慮蒔にかノト7-ク去

正確に打って毒腺上長丈は任上長に差異互生ず副でカ＼り下す(L　七J)品庵も一定

L射_､題栗と亙ってし､るG

最妊藤堂に測定出譲る張力計玉串大したので､細魚係I l工濁､ =〕e,畠d)

織頼I二つし､て張力測定五行改っ士a)でifの盾果玉報告します9

2　語り定法

この張7]計は一定巾に対する数値が出るようにかってし一石為､測定駕左塞く甥丸

所により､測定ローラーに任用す糸泰数が変ったリー自重による糸のたわみがあ

･-,か｣ ､丈綾竹D位置筈によ-)ても吏7j棟変ると考えらlrLる為､測定出違左Ihrnh

俵に一重とした｡ EDち慮酢でl3摩糸と交番した所よりl研磨をらYLた所に年額蔀良
-'-/Al面坑証(これは官壬険し､て厄TLJ勾創〕測定器の前面及び創面を合せ嘉よろに冨

し､て測定した｡奏に庖丁でFヨ､ ,/でツワローラの先端と垂直と有る線上lI測定泰の

篠証左合わせるようにし､両端部13鹿前と同展にしたo

尚.庶こうは前後卵ぐ平野も経泉か一直線に慰iJ古畳に庶経基止舶た鶴であao

繕触､に,j L17J)資料は無し､が､原職掛二来ては票Jl軌.17劫(比の磨コT)37位壷

TJ)晴が蓮糸張7] 7ユ最低である｡

124-

縫　糸濃力

-･1-.J"-"ll...

0
つーl

しへ

ク　ラ　ゝク　の　位　置

クランク経書　To:トッ70(--掘上に某たとき･乎郎舶一般

F　諾讐完芸ごく辛に豪放地される｡)
Bo : JiIトム(最低つ

Ba･l　ペック

3 ,･tBfl蜜虚襲

オ　I　団

所以戚前測定値
nU宙丁測定偵

屠兵装力　作　鳩積＼正面出走副)
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nu　　　　⊂コ　　　　nU

3　　　　　へノー　　　　フL

頻　　　庫

教　　(回〕
5

nU　　　　　5

ヱ5　　　ユ0　　　ユ5　　48　　45　　5･0

粂泉張力　k各　(中央部)

lトト!rt王トM卜iLt　-
⊂コ　　　　nU　　　　⊂｣　　　nU rつ　　　　(∪っJ　　　　　つJ　　　　　　2　　　　2

頻　　軒　　数　(画)

し旧旧Lrt

Lu_____ __

井　　3　　団

2 ､0　　　2 5　　　3.0　　　3L5　　　4エ)　　45

縫糸張力lQf　(細凍正面より右側〕
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測定した全戯勘08畠中の最力がとLa加も6)が孝し､か言責わLたものがオ畑～オ

3団であり､席a)長さはその罪力の条件で艶敏されてし､た礼拝/J)畠教皇最わしてし､る..サ

l団は鹿拝正面より左側lA%掩d)もa)であり､牙2区旧中東部のも.nD､須田は離正面

より石刷の部分a)もので誘るo LgJこ於L､→て筆触伯丁で測定した耶訪り､垂線註解前､刀

もa'であるo faTa毛銅離日屈より3､7-4､-鴨肉に謝豊されたものが8〔冶おり､

全鹿079･6%とdtり･オ2回でJ-7-4D幅のものが78畠､ま7′-4､抽淀の打

は87畠と香り･老れぞyL72,2%､ 80､6銅35リ､オ3回では3ー7/-4J軒/M,Jげ

80台で74o/C-百3､7-4･欄二組蜜これ太も0'か大部分五郎てし､ることが解る,黙し

これら3回を比較して泉石と､実7-が連っ綿状を示してし,きoえは張カブ粒､唖､

古土帥こ射てし､ないつの促われであるo文感前弼誹-ると3良瞳4､5-､∠闇許

の毛Wか大約分をE5m ､葵にグラフの-毛似通っ土ものとな｡＼ 4鞠,i)もrD九一番多

ぜL4･7､ 4115 -ム白極a)煩で形辞され,磨蜜息向合糸数寄によI腰る机GITよUO､7

- LO桓程張刀は潜血してし､るQ之は藤森が斉盛とfLた為に経如張力ばかりで省L虐糸

の力も力Dbリ布左形成した為で泰-7Jうと思われ､それ畑TO)張7]分布が広範囲であった

ものが織前のもの有は東刀-棚かこれて美て､中央範のものでは4-5-4Bk細も(I)

が99台L府92紀せり､廉廉によって張力が是正三れてし､る凍て勿る0番し庖丁で余り

底し＼も(D栂っ充｡､又左石の初に′つし､て7よその分布粧産は余り狭あらttすLl様である

敵中壌臥両端部d)患力の大小左虻密しまも細別表のように如

二g)表によればL rE77に釦､ては吐＼両端駄即ち3着共簡一葉力左廉持してL,る腐梓は

非軌二ノ畑し､ことが解り､両端森か百一叢力否あるIAも^)すく大敵分が不耶あ｡ ､更に

右刷が左側に比して/ほし､もWが全仏の釣竿金主占あてし､石｡

オ1差　温　7]の　tt　載

えは新宅経に方^irTる路｡に臥､/Ti,柑部分である銅･整盗電温L篭と何等かの庵

原がある{j)ではなし､弁と思われる｡

敏郎は三者共同一張力とし､,-)もの/Ⅶ半分を如a風二なり-両端軌こて蔓踊るも

のが少官用って果てし､る戊＼錦糸摘岳で､これ等が全部是正されかこと三荒してし､る

然し各測定値より園丁に方冊るモJ),葦力最大値は〇･8晦で誘′沌銅外戚前F:於ては､

0･楠とJ｣し三相,)て某てし､るo又庖丁と齢絹を右の大′欄入れ窄っJL,壬<),){･,L2. 3 FJ

つTLが､確んとが個丁で左側か大下あれl丑敵前でも大､針lヨ靴とし､う毛t梱多かフ7:0
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恥二各棟亜馴こ賢aと封4田U)飾くれ｣, /+Jl中､両端部三毛L/)平均値で表わしTLIもa)

であり､下方より北陸津浦ー津田廟､盆山､岩永式の毛u)で諺るo測定畠吸は美々88台

∫ o呂. 1台. 6畠であap北搬式言除=*他lT測定畠数舟少なくLlつきりしたことは言え

なし､がー岩永託の乗力分布は細物o),i日放にもよるが広監題に亘って､､るo光救貧こ刀もd)は

前記したことヽ励じことが云える巌16あるロ菟2.､ 3表は虫度量による張力の頒布粧鮎左

京L允も0号､サ2表は舶の中央払測定値のtH)i"あL)オ3表は向T J)中中転U)廻踵鳳Dも

I)である｡各密度に対す孟東カd)か>り虞合は非矧二広範転=二亘ってし､て､はっきりした

虐后=ヨつかみ難し､oえはビームの遍在薮は局-垂JT量等の差異し文固TO)毛のでl計を鹿rT]の

菱鼻によって卿定ロ-うにイ亡押す盲泉速教の差がある為-妄U)朝L広藍軌こ分布寸ること

に甘,)たもJ)と患われるo鉄L㈲a)毛a)では4､55 -4､e O幅､園丁でE33･75-4､00

辱a)ものが名密度共t'ぼり多くの前記の身1 -3図と田原向にある｡

.ーl_.qEll-1}M.IL

4

5

_ー…ト‥1.I.,_,_

I.A
fヨ

オ　4　国　　庫産別農兵張力頻度図

東　　武

25

足鼠蓮刀

二松　　山

SInU
4

柑式

｣皿25
3.i)　　35　　　4 D　　45　　　5D

鮎張力　　時

津　田　鶴　式

3 15　　　勾〕　　45　　　5D

縫糸裏力　　Kg
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尊さやや+ち
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⊂) U｢ ⊂⊃tJ'1 ⊂) tl)
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^//IJy
ヽヾ//

世等･

0 X q　ロ　>+

こき

(JM r.

とも　せ個7-/i

OE

S J
wト…-It

忙重　只磯7　出　闇　e　ヾ　I b

忍　の　ホ

ビームの直鮎勤の舶左表bLわの-5耶ある0 -L/-ムの直径紙であ

れば矧lJJlT･･ -ビームの毒針ノトとれば張力-至(翫て(るのであさ射

止の郎軌瑞軒糊郎あるが殆んど4･5-4､8如-二番言まってし､るo二絹

ほど-ムの軸の蚕イヒJ=机-こ上手に-左コゝトロールしてし､ること左京してし､

るo然し毎夜30-は上の石釧拍75紳上-価-ってし､る毛の服当られ

4鞠以下の勤のもの--多く現わ机きてし＼るo乱-銅のにつし､て膿

鮒こよって頒巾凋--ラーに楠す---る為､ ′ヾラッキ銅はって

きてし＼aDこの耶婚-透れて見た-有るが釧はっきりした煩銅製当ら

れ､oせこで即に餌-力左2 fd一木封の-二･軸藍-書を加机て嘩

凱鳩巣＼矧ooD-寸のも釧言ビーム壷釦南係机(勿弛描童左雛

･ :;-;･･:三_=I-;-_-:-:萎f- -:I--I: : -_i…∴二-_:ききIt: I-I- _:二…三
的山王的銅､ -楓､も0-1-リ7､5頼上と射てし､るも(鳩糾､之等

の毛の絹糸伽酌慶-翫てし､-細れ-日本軌の軌ま欄こ)はし＼

と馳れる淋iL3-した---礼た-め-の状鮎軌が一番少か

郎釦､如紛もに臥､之等の敏郎--す--れるからである｡

批軸の如､耶--敬の畢舶-に-て-垂のかけ方孟考慮して行

がか丁れぼ改ら呑L､ a

症語

この判定硝凱て行く-ビームの毒径め変化I=#-臥-定-吉原って行く

為には､荷鮎と-二束-せて行ったらし＼ )か軌､は-去粗して飢雛と

紺の即が一報-と云うこと左武斬る予備-よして-の感触界の経緬

刀壬測定し鵠oである凧以上の飢-餌の加配-されて日加胡細

と怒り､今夜の参考と春吉と思われる｡

LIZ -4合成敏雄の経糊付につし､て

目釣

合成紬の鮒には会---される｡之等-鞄左如し会細鮎-)

イラ打卜-慮糸価棚呆-凱如時の書舶鮎すさC

居能成-中ナイ--当地方では--製-れてし､るので省略し､当

地如末棚取れて居らず今後療-yLて-糊か舟とJ恥yLるテトロン

テビロン､どこロ-の合--対-し･え--性としての舶Brj)rat

左目的とするo

-3ト
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供試料

卜　庚用原糸

IT7トロ1/ 4-i-) D

テビロン5°DD

ビニロン10OD

患i]刷　伸庫離　　　　　島力は)伸度(%)

無敗糸16O lg･7.22rJTA　吊3　E2､3

I,　8川　　津/､6,300瀦　822 ‡9､3

〝　　276　16､9,22C耳1 278　j3､〇

2　湖剖是が､澄渡

jLt7ノー)L/缶L-〇､5

77ワりiiイズ　22日D

7-7ff＼ノ㌧-ル　S-ら○

タ7ノり　　　NH

以上〔淵剤が名巌縫1=対し切1/aT倉る磨合性を示すか左知る為､夫で単粒に紬し

夫クの成分が8､ 6､ 4oA0)濃度としたD

3_　櫛1'1方法

ローラー油村法によるq

良風隻1 12mt/uL

ローラー表面遼東　2 3､5r'ryu九

試験ち法

卜控等ユ,.ラ沌抱合力試麟左臥､､紬玉川畑けてテープ'L蓮如〔-

で引張葉jj l 6 5鋸D太一抑圧は無祭糸の場合50LfJ)平板､燃糸三れ7-lS-捌二

は26〔J許(班巌で荷重した0 -はテープJL左l O往復毎L=庫止し試験射○

恵由L,JH本でも7イラメントG)両社狛u)し以上になった蕗や､毛羽酬-以上に

射た臥葬は棚状丹生じた齢前回に鮎Lた往復回教壷栗合j]iして判

定.したo

二. %11一申亀

主ヨ…一里試験梓で駅長5こ)L-引張艶鮎0-L-初張力加のグラム齢

行在った｡

試額腐葉土と,J)考賓

I､法　泉　試駐在崇は洲東屋がオ2表の適l)でお吉L,

牙I　田　無漁糸の塚合

㌔-ど;/{ル! 73.'iJFHイオ-I:∴正巳i二王~一
己

二二一一二二~一二二二一

十

竪望琵望蓬髪遊芸要l
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ノウJ i /Liチ /∠gl /Jg

/7/弓　go

よgj.!4ぴiぎょ2ク貞　一

gヱ9jクgg F　-

/宍0号/崇∫… /9g t　-

sT言　Tl

- 1付着率(拍手g{2
~･.･.･.･..`  I

i~　-　　-◆･･一一　　‥一

!

口音盤加8)lヱi9

ズ8,i 8.P亨/oJ

一　王　一　首よ∫て)

コ∠7 i z'//巨で21コfTD

/玖占妻/41之

ゲ03 /ob'

J7ヲt iクブ0

/3.a i /gプ

ij=iiiiiiiiiiiiiii
I

きヱ∠9f 21g

g〃省i gjD

/i.4享/97

プZ　ぎ　74

聖⊥竺ユ曇竺⊥聖oR

2.考　　察

(l) J邑合性につし1-て

(A)無照嘉カ･も{j)

･牙順より7/J墓量に如鋸机一,j IjJL長軸)ザざ糸塵欄銅こ臥､席でお

吉r･凱ニコーセノール＼ ′打/り洲削こてはJ -7川馴ご二ロニ-仁別/て

丁'フリサイズ】ニ課し､で比較的爵単五但合性左和一てし､る｡
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テトロンに対しては7'ワリル票.が∈唇音抱合畦左石してLlるガ姓の舶はも大差かな

し､鹿であり､定合性も他の糸より多し＼結果と妻っTIo

テビロンはテトロンより少し紀会性状無し＼が､矧二クマノりでは著し(低竿してし､る

テL/hロン､テトロン等の吸水性4)少憩L'感鮭にこ,J7歳互腰会蜘法ることは魂鯖蜘購蛙ム薮在

位が優れてし､五島と患われるoどこロ:,糸はTJn/リサイズし/)高濃摩以外では全般に但し､

Ie金性下線付法に考慮左等するも(刀と患われるo

拒合性は濃度により一次卸こ比例するめでは省く二',n的l=増加して行(様に思わYLる

丈､この鷹男でl封寸毒率との同債が不境である0でt考廃し易し､鹿に摺合性を付着垂

7;t削って何者率い/oに討する鹿合性i=換算LTLものはオヨ表で誘るo

オ3嘉　　祭撚糸の付着率1糾二村寸a妃合性

澤禦 i糸薄別度 I I �7ﾒﾒ�H5ﾒﾘ8ｲ�刄Aクリサイズ 剿��5�7H6ﾘ.��刪�-..●ー~-~■､■■ー■-.-.一一一.....一､ 号ゴ-セノ-ル ! 
】8 澱�4 唐�6 擢��rld 澱�!4 I 白�����i F6 f 擢ﾂ�

i L;Lpン 仍�9(<��4Z.まZ 免｢�"��I よog 仍���4��ふ2# 】 汎当r�l j､ヱ′ 仍�B�ク73 i ��r����i IヱD 

jチビロゝ I I 剃�x4����3､′√ �"糘��7 辻�! 妻- i 岬ﾉ���ﾈ5��ﾂ�′占/ 白�ﾘfFB��ｲ�J 事g､9車jク 剌¥ 

ビ二ロ} 育 鼎�4陋2�ヱ4{ 汀�Vr�4.チ/ l 白�-2�4��f ヱ∂/ 鼎ｨ8h�2���ZJ子 ��r��｢����｢�桓 ��｢����8f"sB�����/:,/i 

これによれば同一付着率に操等したものであるガ農産の曽地によrてJP金性は賭huL,て

行Loテトロンに対しては7-ポゾー)Lとコ-tzノールが良く､矧二ゴーセ)-)ン刀低

濃度に巻け言落少が少かく耐JP台性が優れてし､a 0

テビロンには村鑑と田鹿にタマノり射余り昏蕃まy結果邦得られてし､耳Jコ丈コーセノー

ルはテトロン4)場合より少し低し､ガマ1/fゾールよJ偵帝を泡合性玉与え云結果と怒る

ビニロン糸には仝Grtにテトロン､テビロンより佐LIJE合性とせりフJ7り11イズが比鼓

的良港果左与えてL'るo

宜〕撚糸されたもの

この崇金試験は照輝象U)ものより試療条件左悪くしたのであるが､非軌こ高し､把合性

左石する結髪とせったD又付着率も無鯉泉1)ものとヒヒ薮し一般7:多く怒ってし､るo i烏

漁糸により鮎か螺旋状王室し棚が¥のGl隙えも涌捜し付着率が多L承ったもtrDと考え

られ.盲｡

テトロンに対してはフーガソール､アクリサイでとアワ1川ノ系が復位にある凍､テビ

ロンではJt?rlLJLとダマノりにか順接果然得ら1,Lてし､るo =れは掛D糸より燃森多し､

為とも養えられるoそして7-/T,ゾ-)LLl逆に少憩L､耐拒合性と&,〕てし､さく,ビ=ロゝ

にはテトロンとEi耗恵ことが云える珊無鉱泉U)場合J)朝(拒合性は雌の糸に比し低し､と
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し＼うことl拍し､o之は恐らく株の影響と考えられ石o

この場畠も付着率に差があ苗為､付毒針叫に-忘恩金性を茨舶結果オ4

蓑の選りである,

オ4-義　旗鼻o)付着射出二対する温合性

モ＼＼ †仙寸.,T¶

7--か＼ブールi l7'つりウイズ　ト7マ　ノ.)

･一　三　L･. - :日･--:

7:トロゝJF /3､ク

b　ぎ　4享　ゴ1 ,
1　､　!

÷∴∴-
■:

ヨ王璽璽璽璽璽

巨,2J ,i
/tqgi /Lパノj,lJ

二二
こ仙こよれば＼耐溶合-無茶離船と比べ2倍-二-･矧二テビロンは各

瑚剤とも大きか毅郎出て居り矧二よる親雄の冶合性の大きし､二と相われ石｡

テトロンに射てはゴーtZノールが一番優位に射て居l)アウり順一577ノ｡

U)11掛こするや里してタフノり圭除き濃度差J=よ-冶合伽変化l派鮎の場鮎虹

し暮し(山王LilI)てし､か,えも矧こよ-と思われる0 97ノリは嘉濃度に音別こ

足し､jh,))励付と変LBd紐の磨合性左右するものと患われる｡

テビロンでは夕7-の80/LF)那)は一番優れた-わてLt名相庵差にetる抱

合性糊きし､鹿禍る｡ 7-ポゾールぼこれ相なく､丁-tz巨ル1-1とLT)*個鮎

石L,てし＼ao

ビ二日>偶してコ-ヒノールガ漠度変相二よっても廼んど変ら紺鮎性左石する

即せ県-アクリル宗でもフー-→い"/7ル射ズに比レ鮎変イヒによ摘

記合性の変JL,が少乱､ ⊃タフノりは相り鳶し磯であるo

llJJ=f消郎糾した--合性である粕-2 0oc,､ 65 0/oJ紺棚鯨で蒋

鋸餌で破湿畦o)紬7ihSL,ノが相性と欄-あって紬鮒得らTLてし､硝で

机･吸馳/nきすぎるも′か練-つき--と;i-3て〕るq逆軒･D多Ll剛

腹温泉によって便用細剤左巻廃す石聴酎丹毒と思われるo

e)､茸仲原につし､て

会騒繊維は天然舶臣にftL大きし､勤絹してし＼るlDで細鞘銅盤かませ′澗削

し､と眉hl'Lる軌一部原糸よ｡-が低下するも-患ら根1,号して必TLも畑濃

度叔太くかぼ重力は壌Juされると胴か･j-}机＼轟でれさく､

一般1=,鮒三jLた易は伸如他下す召もので誘A3ガ､ 〒柏7-jj伸如帝/*tl=ヒLL

昨凱低下してし､る酌-也/･ -ノL i-刺-7-に狛ノ-如少恥, Jl潤
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o)被膜の性額l=依るものと思う｡

テビロゝぼ強力も騰加してし､Bが､各粉剤につ｣＼てテトロ⊥17)如く伸展の低下が見

られず農糸と変らdb伸産左右してし＼る｡ビ二ロ_i/は重力i=の刺寮もある弁解糸三れ恵

方が無原糸より/J､在る極が出て居り＼えは燃糸蕗の張力によるも0)と害えられるo

題　　詩

製敵中に一番囚虜と音名ものは縫糸tnであろうoこの度削Z]は糸が極端Ll苑し､場

合とか､張力不困l=よって力が集中して加わったり､糊付不軌二よ,)て虎鮭､鞍等の

摩風こよって毒羽立も､慮謝金､1､疎はネップ土か｣嵐に切断するとLlう恩愛であり

細付=れた場合の糸(3最後の鍵象が起らdg'康にすること軌払零であるrJこしI'鳩ニLT)読

厳でrJ思合性左圭徒として進dbてきfL a

棚副え単独lニ庚嗣して急秤剤が夫々の原糸に月し特性左右することが綻り､一組に

ビニロン糸に対してtよ付着峯は余り変らdb牙抱合健弁蔑孟J鷹巣と憩ってし＼る一1

又すし＼欝を滋すことにより即給仕朋日勤二優れて集るtっそしてフーガソ｣ JL対ノゴ

ーセノー)しぼ漠喪の賓イヒJ;よっても付着率に対寸る把合性の変化か少恵し､□

鳥舶忙は夫qの埼性が有る為､外的廉件によりと0)特性を利用し得る舶割左迭

び粧す盲ことが必要と思うo

1-2-5　生糸の下藩につして

白　　的

生糸はフィブロインED周囲左セリシンで被象三れた親睦の集束三TL71もL'])で譲目上

こd)tzりシンは題物製造工産中に起て11両叡7イブロイン乏併農寸言とし､ ′う役割玉東

LTllJl､文抵糸工雇では温民法によって燃上勿効界を司っか)してし､るo然しニtT)ヒ

l)ゝンは混練工雇に於てもしばしば同塵を足しかノ･又勢威に当ってはセリシン互毒

するが取に生糸朋蝿が大で､屈箆性が少なく､腔韻性は大き(鹿絶裏面調嚢庫放抗-,L一

言大きこしてし､名実臭を培ってし､苗｡こL'n鹿にtZりシンは長飽両性頁を壱するもrI)ち

ある｡二g)吐島中､魁紳工堤に於rT石打莫左絵ここと即も生糸g)tzりシン'J)柔軟化､

生糸に滑性及び6r溌性を与えることわ､温厚に支配され%L､含7Iく鹿を毒寸志鹿車を与

ぇる様にして便Ll易し､鹿にする義下寿処理が行なわれてLlるq之等の目的に-;tjrlう慮在

下葉が各凄而蔽ZrLてし､aガ㌧今回はiiLの由から約1 1鹿頻左送が下藩処理により糸

毎がどの巌に変化し土井を謝ペ東泉とtt乾し､製廠性左向上三ttる嵐の質料とする為

下溝鼓強五行香ったo

丈セa)中萩鹿を蛍び濃度軍化によ名試験も併せて簾討LJLTo

供試料

糸　　　生糸21由

下溝創

ーJ b-

各酢飯されてし､る下郎伊ら当抑二あさも･- -当地郎比較的多し朗三

九てし1る汲J))憎類を藍び､なるr"目一濃度で比較しようtLたガ､鼓aもU)は

乳化如適合凱よって濃度J=変イヒ鋤鍋＼それ馳せ/3,H曇挿漬副IJh･開活L

臥＼も洲二銅幼く畝整したo矧ご当地方で多(使用封してし1鏑,[)や臥＼易し､毛L7)

に付し､て濃度左変えて試巌をX/iil･つた｡

下　薄　利　濃鶴温度℃膚考　下　溝　副雛%離℃電老

シルウオイル　　1､01

オり)-ル　　　　Ot3いC
ダイ7t'りン　　　　ト0　3〔'

ミネロールも　　　LU　30

1.k.S IL7Ll

ノアラ1川スー5rJL

T,hS -3G〔)

アランノやスー5O〔｣

ネオ/iTりゝ

リルゾ-ルLg

コンデンスローゲル

ソJLゾづLLS

エフノールff3

=?ノーーJL 55[,

すりフ油ST

下溝　法

ソ)Lゾ-ルL5

3'し化剤　　　　,,

〟

fLl'L剤　　オりプう由sT

チ:呂j 3rJ fvL化刺

し(3　3C)

LD　40

°,畳40

f､0　3D

ILO　30

ト0　3Ll

I/

ミネロ-ル

//

//

f LJJ.r lUU　へ∪　つ∠

-U rIJ　-　Ln cj o P 5 o o

3　5　0　0　2　3　5　0　3　5

4〔i

nUつJ

I:･　　1L　　　　∴

一般朗に糸量の5-7倍量の液量L-て寂温3L1, -35ocで4-沌鞘毒遺し/,虹

引上げて原蔓(/)助2倍謹如重量まで腹,I,tLて乾膿寸石のである･つ焦し当地方では脱

水･乾燥諜鹿等も充分で-為､ ,-)よう-遠で行翻れてし､芸｡即ち原液去8-

I 2約3G勺C前後の逼机-して､鰻(:/)A-施(臓量にて親潮盈F=て′)､

り凱十ビニールで包み約5-放冒しモ:,T}Ii順薗室町こて爪乾し･舶し工程へ

潜三九る愚酌方法である｡こく欄-巨船的か絹と当地如舶わ1-Lてし､る宙

便法叫届的なもので､棄瞭工費的方法として直当恵濃度の下溝液を/fLJ､ど絹効

筋合斜00,0,a,DKu正三れ-のとし/てAQ)重量,iBl量G)溶舶射二郎三世Tl｡二組ま

丁度--舵的絹飢於ける-程融糸i,I)2各程度にすa ′J7LL恥軸に寄るもの

と思われるoそれで-用意三TLた30- 40-,〇-星絹の倍量剛､え左糸臥こど

こ-JL上で噴重しど二lLで-温度20(,C温唐6 5 J-蜜柑こE離散豊後取り出

しEn室内にて2昼夜Jl乾し7=o

El験方法と-%功慮票及び考察

り壷t壌方法
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o抱合姓

T-ユプラン型定合京顔矧二糸左T rj太軌1.張力1 10締れ上部加重220才

チーフJt,速度8 0徒各条(7健三で鮮魚L, ‖〕太か糸全鼓狛ol山上鉦経の飾瞳が生

じ七時の在任回数左J D重出毎l二痔止し十舷( 2折目)の軒店で測定し-そcD平均

値で表わした｡

○前座磨性

定金線玉串に鹿鹿して行き､ I C)太由I太の糸の重度鹿が切断Lf L17L山上の

毛羽が発生した曲や､ 97は腰鹿の塊状が生旺時の十位g)数値J=て測定し･ ¥の乎

t勺値で表わしたo

o摩擦原敬

01 91(D金属席左二つ析とし25才0)張力下県要し七試対上にのせて､一端左金

屋巷が艮軌しなし､胤こ欝かこ降下させ乍らー金島岸が滑り出し七時ir7)傾斜免(上目よ

り摩擦探淑(/i)左深式LニJり求劫*o

ノ乙-庖/-/Le

o錬軟性

細姓康叔比較試鮒にて泉糸､怨理糸井長吉4机､張力l g､回宅急度36rJoと

して､号の回転差cLdを謂諾xIOOにより廉糸目000/,,)と,,D比較五番11,,.た-

0,浸透性

rnL7710)戸鹿左液面え垂直にI L7TL入れ､ l昼夜放置し上昇しTl高三にてかご,i)

し11｡最軌こ浸すEBlま下葉処埋差した睦の温良ま-{液を温めて以碓殻冶溝鼠ヒした

o盤伸東試演

ショツ/ヾ一撃試轟舟で試長5 0如し引=SE嵐庭3ccyrLLLL容量50r3才､初張7]2 8

0)条件で削更した｡

吊読解緊

就顔の虚粟はT* 1着､オ2表の直りで誘盲,

ilLl-)考　　栗

目じf施､ I総ても部角により鮮度畦が有る為､鼓験せIJ毛利二便用三rLた糸も泉

にあさ巌に1 9′-23Dと覇王が奉り､考察玉造鵬のに囲韓憩も0)があった‖

(I)下寿憩類別によaものの考察しオI表)

a)皇量億劫牽しオl駁泰照)

ォほでは下溝液濃度に毒がある為比較に女らなL,が-それ写りもuh,主濃度に

陶腐食(n害醐書､吸水性を萄するものと仮定L I D/,濃直),比叡二換牽すれば

Nolはし､9頼､ UrJ4ぼ0､仁.欄､ Nc'5は0720/0､ Noeは0､5lD/oとお瓦(厨中毒線l:

て穏わ寸)と等より比較して何丁ぼ(付着率十吸水妥)･J婚番妻も､りから晴に

ネオ/TTリンーエフノー)L,550､ミネロールS､シルワオイル＼タイ米りン､t/'Jレ

ゾーJLLS.才りフ油､工7ノー)i,I 13､T､暮く.S-30rj､后=OU､コンデンスロ~
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ケルとソ)Lゾー)L,LSの漫合液と怒るo

射　盤伸産

強力は非執二差があるもU)となったが表

中にある幼くモカも鋸二席用言れた脇虚に

蔓がある為とも考えられao棄際下溝処理

によってどれがどれだけ強化され走か､鼓＼

は副ヒされ如､ぼ判別し難し＼が磨鼠鰍唐よ
～

りもノ｣しきくしか石盤7]が熔加したも,.,,‖Iつ

ll/デンスローケ)i,47/Jとソルゾールl o/,,p刀

漫合され73もoq) ､ミ不ロールS:,′ノJLゾ-

メ

[12ii岩音競貼

吉己　　　雪

)LLS穿がか｣､ ll)フ油も僅か乍ら上零

してし､る.1え左(机に姫等L七-相乱内LJ鳩めで机､柚r→左鮎着んとガ

僧机てし､るoえ吊りコンデンスローゲルとソルゾールの混合液や=フ)-)川3

1n鮎は凱し､毛の梱じられるo i-fdizりうンが-こより摺毒し破綻相互臥和

書力粗目的っ抽＼ --落加こ軌ノ-離-に力-わ絹に紬し合
･jた為で有名ちと患われるo

伸軌二つし､てFa切断伸郎机､塵,加)-るものは伸厚もやはり*きくかてく

るとし､う比鵬翫あa机エフノール5LICj叫オ,fJJ川根酌摘録リノ旭
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ネオ机上ソ)Lゾール箸は液の-も容易で机＼畏暗Gld)放置絹如し-'i

L､から取壊使用1=軌するも1,I, t温1,)),LるD

･cjj浸透牡(オ6回宴席)

柑一基白く朋する結集にかI Bi同塵で-ルワオイノレ-主ネローjL/､ダ

イ則ン粕(浸-T-く･S-3DO､コ二号ンスローゲルとソルゾ-ノしめ鮎液

は灘割ま良くかo文之葦は如-と鋸偉凱て行くのす一二の鮎順臥2
r7+ l･J~1　　　　_　ー_i

透すa卦と云う軌金星出して見知卜水13

701両尋透しLX下記号頃に89､ 80､ 85

9rJ･ 98･ 87､ 76､63､60､85､85t 85oj

と/+Al)数値･J)大きLlもo)F]ちTlく､S一皿及

び3rJO勤王最初の日時樹に浸透するかけ下　達

あと岳蘭去分けても浸達しに行と云う事

が云えfJo軌二71ンデンスローゲルとソjJ,

ゾーノレ甘遊金液は最初の1矧副封毒壇が思

し､が時Ef左放ければ徐クに浸渡して行(o　　旧｡

生れで-時由か浸透性悪(舶軌こも臥､娃

とし､うも釧才､下清泉を多量に傾用しせけ(

れぼ慎-Ll的蓋しに-＼時柚に藩医性　王

制重しヽ右,･m言下毒液の少な.)堤畠はLn理路

67を考慮しかナれぼなら香し､｡
し2)濃度別鳥拍o･:Jj考察(サ2車)

･t^)重量壇加率しオ7巨像配り

えは三毒華鳶摩変化により直線的に香化し

-43-

オ6包

_巨_.: ::三~

日."&｡L駕""り1-～.../.-.書.看.-～･･･.--･r･!･-･･･重言11---･1-.--･･･～-I･p･･ト11･･-･ぎー卓..JTr.I.r卜iTTL-事.T



厘が二カi)7油が委し＼足度で三毛♯

rilじ傾6]があa o即ち下溝液(jj付

着率+含水率)は打YLが付着率が

多く.舎71く率が少せいのか､貢lDT

ILが付着率ガ少irく含水率が多し､

卦は判別L襲:し､米産で誘ったo

五)強仲良
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斗

症

利フ油の侶n/i(鳩のは水U)頒逆性と嘉んど-壮(;欄通性絹してし､盲が時

馴鹿過では桝=倭が憩われて〔石L⊃然し0､柏に蝕ぼ急]=也下してこ如-

)LEEJ,ノ;釦脅し承り･ソ)Lゾ-JLuD3L,/;t同席庵に狛てしまr-jn文才りフhLr)2

上5約三線二掬屈折非軌二蔑し頂逆性と:g17 7し､i｡三矛い]‖r=畠(′/)

中で最も大きな滞達郎東して｣､てEu/oDも銅もソ)Lゾール鋸､5γ♭とi rシ相中

紬で糾､漫虹かてれ)フ適用至急に悪く意志かうこと据し､., tJJLゾ＼

~)Lは〇十,/Uではオり7油,ffJ/1j L臥､が三,和一ル＼勅フ凱働占H=机､選

言;'警?'=.fBli下も毒し撒く-日収h-ご錐し､圧づ姫-こ払下11,3鹿

誇

こし璃頓では下溝日的如下軸が轟えをけれぼ翫-条件､性配し､r--)も0,,

(か全頂鋸つしては鼓和束-りたし､ヌこれは全く線的に試軸､上で行fy?た慮

崇であるわもニーに曳i:)蝉数値が襲して組智汀の教職せ摘貞せ紬と蓋

うこと踊ら乱丁机末乍鴫-蕪モ/Lt汝くとも廉糸と虹斬れ卵黄鯉軌二

沿っ摘上欄らtn＼-Bことからこ摘法絹直痩五和三と鴎意義で紺と王

える｡

領軌こ師部触-｣､ --葉･例え-合如如とか､如練磨
催細上させかと,5う場合は之如試鹿虐鮎郎細-助に臥､得る下軸

真澄べぼ良し､と鬼われ石｡

ト2-6慮慮簡素腐敗と製品への影響につし､て

日蔚

鶴の柔軟鮎皇--の-つで糾l二九三割射る適当綿鋸末細く

新譜｢享勉｡｣による触釦定性的に判触れてし､るoこ絹軟性にはLlろし1別

物鮒住専碩合にわ摘ot考えられ只一つの性鳥に打て碓鮎歯那

あ棚､屠マ速断郎一つである｢ガリ→がiz fJシンの舞留硝味捕縄配か

てLIB配拙抑こ原酌盲舶用られてい如o更射線船舶加撚に巣立

って行如11る舶き後に-腐敗することが譲る患.磨薫き去粧し摘左腐鮫溌

配して一鼓舶摘理的鵬へ力量嬉と則-座主も加えて舶し,jLlo

供試料

(り原　糸　は)尾　糸:生糸2日中2太引滴合糸価Lj

(B)虐　糸二　生糸2日やlrJ碁金糸

''12)摩喜界件　貴満濃産･ 95JL97r,i･=

煮沸姑砲･ 12分

(3)腐鮫液

-47-



q▲~ -一山-一一一一一一-IT-

T菅菱=意力際JI霜るセリミ.二を含んだ白濁液左25-28oc,､ 90-95 70'R

H中に三日聞及富し､これ言腐敗原液とするoこれを2倍容(i)水に希決して腐敗泉

とし+LO

a)麻鮫液中えの浸漬方法

初軒か一日は鹿鮫液e)湧透き良くするたpJ二､度毒後小粋のまう浸暮し､二日目

に下菅蓋圭をして岳が液中に湊漬して崖し､､ 7LId

G)腐敗液えの遷藻日数

CL 7 t　3､ 5､ 7(I)各日教

匿,)加燃軒且が燃立

I/-.言葉日数(E]) 俚iE"�俚h�陳�

i燃敦(利於速くoA) 剩R毅(l:/r.) 僞)dｂR亦�

0 �3B�､��loll �5�Gｲ�'L,FLO毒 1 

1 薄｢�7Y{停�B���I 4{9､4 �3�剃��'4f盲71 I i 

3i ��ｨ9����4{iJ7 �2�'ｲ�1 4,ふ空｣｣ i 

ら.i 箕｢��4ク､( �89��u��4,712i 

7 畑9��竄�qZo 亦�鳴�LJg.3 

(7)艶静条件　　　経:生糸2 I中　2e2%t/,'し(ri泰金糸引掬黍〕

唐;生糸2(中　53･､7喪m(寸CF泰合漁糸〕

試験方法と¥の紹果

軌)厚さ(.rrL孔)　　　5 0 a/lLmLL暗にて測定

(b)虚､物凄座しgL,,,Ll,L)

T. :　50払㍉錦の厚さ

1三:  ～ 5 0挽r■n2L痕の厚さ

vJ-:荷重5C)を

､始二　荷重i508･

鹿物廟雇
し42 -u/1

Tr一丁ヱ

(､CJ圧虚野性〆

初荷垂5 0堀,,fの碑の厚さしふ〕 -→荷重5()C才/i〔1Ti2仁ji') J方向茄富後の厚

三一→初荷壷50施I､2(_bl l牙南夜襲碓｢か厚さD

圧朗鵬r-i -莞÷㌃〆′-

u)紡破度し'/o')

試輯IズaCTTt (I)長ILi71左折曲げ5 ･:; 〇才,I?荷重で1-,分画風i～　5分麻衣窟後の射

角貴と日日コot.7けと′D自分率｡

-42,-

(a)虐糸弗留tLリシン率( %〕

清廉浴温度

磨/#蒔固

埼腰浴

(∫)試親結果

95-93ocノ

L掲碗

フルモノL忘齢　8oA

モ/ケ､ン　　t u/o

浴　　とヒ　　5こ倍

深度軸量　　0､5軒

試鮎禁は下表の通りで轟盲o

J転＼FwLmfi磨讐警吏牽竺-麿等 

00.3J7 T i/ク3,Z �-■■■■■一一一一.一一一一一.■-一一一■■■■■一一一一_ /oT4g'37gJ7(.{f 劔LJ/-) 

3､4 

卜一一一二-//ヱ43累g7g 劔 

fj メ- J 壷%X蓼9���｢�v膨vfﾇ���剳��

ノア �4纈��､��亦�����*fr�

/// 剪�f 
ダLZクエ∫ 棄 

u)生的踊りに耐え-性が机この勧-の発鮎-した腐乱おし､て､生

糸叩･J)t I) ゝン-少-は如し鳩巣-書-二郎-難球延絹の

出東湖土師--ご芸/増する0-J=打てセリも凋-晩凱て軸

出発′鉦溶け易し鵬とわて-ll-奮ってくるものと考えられるo
/L2)腐机たCl)i二は魂性細く飢見離速度も宇(射∴舶細れし､も

'nlまつイブロイン部餌鮎れてLlるもot考えられる0-した的ゝ姻肝

土倉っ毛もの摘凱乾し滴分もあるが:/rイブロイン拗ら蕗易に軌る功

で鹿廟に影響臥､ものと思われるo

G)肋の-をみる為魔物-亙-摺締腐敗-にしご寮槽碩番目載I B

i　　　　　　　､.

t''m E
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目には弟分親疎とfJ:って､それ/hi後鋸∃教主簸てt.余L)碩鮒ご匁化lj:卦与れないが恒

Eg蒙照〕ニa)里象広東勘こよってセF)}･>里見が捲毒性が演じてT轡巻､ hO於恵

どの半の後の工堤で引見られて･引張り加=去勢丁た嬢を状縫となって糸自身が換

(太った為であろうo

(4)セUi,ゝ確渦状鮭o)充台東時に加燃して爪乾し燃上効果を与えるべきであ毒が

せりt/ンの曝書盛度々糸の康三で加歴による収腐量に差が出慕て＼享掛川-'ゝポ立

ちに影響され盲が厚さ､圧腐摩性､防銀座l=つし､て断つきりし七傾向は誠められ恵

かつ充｡

し5〕再構廟した結削)ttりさゝ摩滅率Ji腐敗F-虚言ZJL､塚金甘腐敗処理左施した

(/〕に虻′ヾ卑し鳩巣と恵り腐敗日数a)壇znE=は余り変化は見細恋しヽ｡これ朋腰前

に腐敗によってセリシンが溶解又は溶解しゃれl状態T:おかれ,別離ゑl:も奏に室

の暴壬馨がカロわった為であるo

施

以上膚糸を腐敗処理左施L/七,#果､直淳｢ガリ｣ (7億田に南風ま首＼､嵐ご覧わrlrL

aが､然し婚緬0)凡金ri作業掛引二重大ZJ影響を及ぼす亀出去る空け廃貯防J=I=粛

めることが大切であるう.

1 -3-t　施燃ア;ラン糸の熟処理と梁斜の吸収につし'て　　.

目　　　的

Tミラン皇施政L,て風J=dboD邑及び温熱犯硬直し7=俊､穀射る癌金井離望-ry,?温度

毎rB収-L渦紋の変化に伴う毅色性rこつし､て棄親しか

喪､験方妄

供託粗としては-77ミラ140D ′′梁執よ下記市販品d)8漣類互桐し､+日

払廿7'･Lad一止五㌢はノアレEUn

Gフてr,,.JZ山LL /吻JcraM　5-ど

∴-_～/いしん(･ i;,,JT ･IiLこユ:超　す

文才血77-　‰右叫P ce7-

cwあー7しぎ仏滅細野P

p(LLc)_/乙L:'押ヲ以東　B血軌71L

pa広LI1万止　タa<Jt β/血適　y97ZI

pLLEa,tLLっ岨　ヲcL/Li　βhcji g

H　組理(f)温度変北

熱必理の遺産額化につし→ては､ 71ミラン糸を一定張力( 1 0昇)のもとで200

T/rlLm殖燃左して一量産薮豊後80､ 90､ -J､目口120､ 130oC

の各温庫で熱爪乾漁旅左横押して､ 3 0分固燃初の超理去したの別=薮湾Lて
-50-

碧乳

2J(中に一夜店賃漬して崇全に鮎めLto

こtL定一相づっとリL敵拙さウム入りデ主上クー刺ニー餌薮凱て島

名重量差別重し供託料とし/Ll｡

謎邑(用処理としては下-件で皿臥水洗Lたつ

スコアローノL-4〔jn　　〔‖ I;/;,,

;省　　　　比　　l　日用

還　　　　摩　　　洩　騰

膳　　　　67　　　3U令

梁塵の蚤件は下記CウとおりであるL

(a)鮫佳梁対t7'壌台

芸　芸(3｡創Lf :;((訂染物:,=hして,,

‡首　　　　比　　　L･ 50

温　　　　度　　　70oC

持　　　　61　　45分

(b)金屋錯堰酸性染轟69場合

芸　芸(瑚〕三QO;o'((訂草誓して,,

･4　　　　比　　　L :50

濃　　　　庫　　　70｡C

蒔　　　　rs7　　　4 5分

亀　分散染料0場合

梁　　　斜　　2 3/Q (可梁軌ご対して〕

芸コアロ-'L40L2　7:5?./( 4 〕

温　　　　度　　　兎騰

佑向45分

鎚舶アミラゝ糸へ-吸収量は､弗-練塀存塁左分光側によ｡測

定し､粕前の染料量力＼らの差長軸吸収皐としたo

細分敬熱願収量は-エチル転変法(一･定量の酢酸エチル三和､ ¥の中

へ粍舶槻妄一定-え､克とうLて斉憲すaと､蘇-酢酸=チルの膚へ希

行する〕により剃定したo

Q)撚教の変化

鮒の如tLては,Tミラゝ糸を一-刀〔 I =頼;!7もとで邦rJ､ GOD

19J,070L,∴ 200T"Hの枇し､鮎-湿熱-- 13oL,でjC合方

一引-

.･rJ...I..IIt　　■　　　..･ィ

.書.I.iIt　-'-.｢■-i...'!-･..･･･････.･-･･-･-･-･････---･･1‥l11･1-∫.ト1.1卜=トトー.卜....!_1_ド.II I_ ･._ll..

rR..ql I.　　　　　　　　　　r
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薮薄縁(日の場合とEl鹿にして､染色の前払理をした｡

染色0条件は(り0)場合と殆んと困-であるが･染料30/L､温産60･Cそして晦

raは60台とし､染料野存量の測定は〔りとBlじ下あるo

L3)熟皿理時raの変化

鮒理路細劇ヒとしては-アミラ〉糸左40 0 T/HO燃教にし･無効理の条件は

Ujd場合とElじ(湿熱淀で30､ 60､ 90､ 120分の各時rSl処理したD

染色L梁淵0)符希書の割愛は(H a)場合とE7じ下あるo

棄厳鷹巣

川熱血理の温度変化による毅料吸収量

甘そこ匿等 凵ｼゝ関は一.ム′ 3慧忽ちB 俾ﾘｹｨ*ﾉt��ｺ�����儿(.｢�冽��9ZR�f�ﾂb���ﾙU9D駑｢�
一gDC.tgg､∫-/Q 冏g､Ooj 祷�zF｢R�ii9よすQ/ 白�4誡謾｢���

19(フ 傚�湯�9��g9.0 当zH9��lり､′ 砥�B�

i/oo I 塔s�2�gg./ 涛C�ｲ�9ヱ∫ 呈w$ﾈ4��

i//a 友v咾"�gj､ク 祷9�9��9亡).♂ �4胄苒�

A /ヱβ 堀�jFr�gヱ.0 湯���93.Ii 肇swFb�

/_30 穆:C��50.0 殆畔�vｦvD｢���4�"縒�

酸性糊である仙紬､ ′r担和束執才90oCの払理左した毛の

最も吸収量が大き(､逼庫の上男とゝもに浪少して行き大鹿5-9車の吸収直下去

表してし'るo金属錯塙巌性染料の 似止染料はI DODCで最高の吸収書き泉

し､遺産の上帯と英に1 3 0/q吸収量汝卦少LてLlる0分敬梁対のG舶･,t染料I経

理温度o)低Lpものが噴収量大きく､道産の上昇に錐し､演少してし＼名｡

(2)ノ株数の変化による梁瀬吸収量

圭 1 ��｢�友��2�ﾆ&要ﾄﾅt��書跡l克仏土 I igr--F縛 I 白��+�ｷXﾈﾂ�ZX9�&G､$��B�LRiktL,MR紗 且亀山&専行N 

!i3ooTAiz7-ダo/C.i 勍g{.oyn 鼎JF｢R�書99､076L 

占oe 沸ｪH4譁sJC2���･､ⅲ��9gt/ 
I tL9(ク0 箸�s2�9�+2�go､o 亦84粤��j9g､′ 

/JZ-Oof/737ヱぎクJ7､0 剩SC�竄��?()､(,i 

燃数が多(なると梁胸UJ吸収量は低下(,J7)傾后=こあるo二tl_症,鉄線と洛斜の舟蝕

が庶敬の変化7二より変るた萌､丈腰薮の増加により梁耕0)T7=ラン′､＼C,,'潤駄頻繁

悪(せる71あと患われるQ

O)熱血理蔚Glの変化による嘉覇の吸収量

-52-

3　0　分

C〆ト7′ LjA

･111一二~二二: : -I_I-_二

I yQ1　　4'ク､ j　〆

{ /､ ∫　　ぎ　　5-　ー仁　{
叫I仙仙~~一一~-十一一-･---一-一一

4　チ　g l　　ナ　∫､ ∫
~~-~■■■■■'~~-一一- -- - -I-JL---･叫....I_I_-__

i'ノス　r z'　.r jー　∫

温熱Pl菅粕淵ヒ併収--別封抽良くかて七変化は根上上湖山

のBL理では吸収凱か差は篇んどれ､ 〕

考察と名論

Tミラ二の鮒鮎弛二よ--吸収量と･:欄鋸匹理朗析杓十二鮎

と梁舶吸収量LJ瑚鳩矧こより冥-ガ､ -･･ 3-差鮎示し､毅邑操舵

互助可用一に細っても-a)原EEiと朋ものと思われao

祖理渥庫酎DoCの墓地じるこ土に初吸収奇は2-6醐差吉元してし､a

たれ懲理墓度の善玉均一にすること(土3r:TDc)が望ましLlo

無数順化では-躯の吸収量の菱が-絹針50ウ…上の差が生じる

と洛軽o)原田星惹短すると患われ云a)下達意斜め尋である｡

処理舶0)差雫では釦差が如られかが一定鯛によ孟ArL理柁まLL､｡又

従って鵜凍Kt=-る掛乾-生絹旺乱射倉施軌避止時の均一古紙

理が大切予示る.

仁3-2能登川地方の氷島にっし､て

l､目的

太矧二加古この弛加重酌地下水左ようしてし､締結に麻､鰍ス7製品

帽白､縄加び盛んで､瑚白朗踊細-影響し､水翫っし→て高し欄

J雌丸われてし､るa下､肝釘こ引厳し､て2 rJ余ヶ所の地下7kの分析摘憩ったの下

あaQ

2-内　虫(i)試顧方法　TJS Lく　OJOT-7

(2)試験助G1　34年5月-6月

(3)鮭削1地方水音表

蜜月E目深71(班
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3　磨　　崇

この地方o)地下刺ま頂度低く､鉄分少速く蕉≡湖に架台良宙fD水で如上魯文州

波紋のた曲湧水音も多(､美祭水としては蔚垂加Tl=最良(I,)水と認粛られ今後天

祭廟凍､金鉱政経左Glわずあらゆる鹿絶cD毅色hD工に速了毒舌'f)と朗待さ,yt意｡
丸

1-3-3　7だりエチレン糸(I:)染色につし＼て

l　日　　的

穎網､蚊帳にポり工+L,ン糸が一甑原田され.輯みの邑差出すfLあに貴名の府腰

があり分散染料a)ギヤりヤー染色で試みたo

Z　内　　容

くり　試　　料　　/toイしン

C2)梁･邑条件

し1_　一束　　邑

漆　料　　ahi/1舶　3βP　　　　5机Uu4)

Fh&"Lie ･7LmヲLLO一定β&且B古　50/a(掃)
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分散剤　　ノイゲン　S
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浴　　　　　　比

IE

通　　　　　庸

酷　　　　　Gl

b　遁走洗浄

水鹸/lkナトリウム

ハイドロけルファイト

浴　　　　　比

温　　　　　度

指　　　　　向

C　-/-ビング

スコアロール40D

B fE

温　　　　　度

路　　　　　庖

d　水　　蓮

十カ月恵っ桑o

(3)試験括顛

原　　　糸

未　　　染

脊　　　梁

377ノしヶ一己才･)
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1 :30
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I629･3告　　2し13i

フ相年度(Jt S K4006 1956)

百　鬼

3磨康

絡ま削エステ)L-に準棋鞘した,銅編針表面巣如著しLl紬還

元渡那絹馳ま-し述el=しか鴻し恵如boこれは7TIJ工ヰしシ朗が

梁舶剛入れる富左も庸全く-世相aTC･臥僅か二者311 3薗#l:柵原

倭人して梁鮎れa銅飢･纏ま-嵐-＼キャリヤ-の去鮎堅軸

理今後の居突課題で凍るD
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1-314　ユリロンの染色試嚢

目　　的

ユりロこぼとの分子鎖京端に+.イロンと同様-N H2墓左持ち方手鏡中に-NHCONH-

(和)7ミド鹿足-rJHCD-〕左持っo /ナノ斗レンジ7主ンと尿意とより脱7㌧

も二77反応により壷合した合成鹿経であるU古狛こナイロンに顔仮した性唇左潜も､

染色面に起し､ても百億に分散製製､酸性染兼土に毅色性左右すると考えられ筑紫し

た｡

従まの染料否普通染遠による染色性の鮭易を分類寸ると

し　比叡的白く液去るもの　　分款梁瀬､酸性染,料

2.中尉a)もの　　壷淳梁瀬､建染ク讃､フロム梁轟.ナフトール梁判

¥卦他の硫化畝判､塩基性深耕は畝邑し轟し､o

契　　廉

1.試験鼓封

コりロニー泉は25 Dデニール吉原用し､ 1 507右の燃妄力l十120.C官2 0分向湿

Tl法にてセットLfLtO

2､薦　　頗

非イオン系　　　　　　3;',I(0､吋､f〕

ソー　ダ､灰　　　　　　　2 g/nいJ､vV､i)

比　喪　南淡 I : 20

80.-　90℃

60分ra

3､ .享製色

窟酸マ准､辞酸マ仕の執こて試験左行かか(糊は市販品左壬の謹>扉二九

用)

毅　　　割　　　　　　30/, LO_vJj )

P H　　　　　　　2

冶　　　比　　　　　　I　こ70

温　　　度　　　　　　I COoc,

時　　　周　　　　　　60分藤

原用染蔚名(酸性梁剃)

(ll JkLcL,,,LL:7Weヲ如才,Jin乙α /?〟LJL　∫3B (佳方化学)

(2)んt左フL ,Q舶7yL-i,'w Ljn (C/I. b cITt)

(3) -払1,LJフLbe 5;i-㌃ /`ケat- /l-i"L日産別ヒ学)

(4)　血1ノLL7し読　ヲaJオaL!.仏/{　(住友化単)
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5　鹿　　論

ユりロ,/の畝色掛ユ前置GD幼く-N什之書見TJr- ～ HCL)HN一芸清っが動物性酸敗､

Tりアミド旋盤の朝(分子鎖東端に- /i(〕OH皇孟持たれ､卓から臣て･ ¥の染色は

-NH鼻並びに-NHc,oNH要にの刃周東せられる故に.梁洛中のPH別､言L'ほ

ど染料ア=オンと水妻イオンの吸着は促進されるp

上記の妓11分子鹿澄或はナイロンよりも畷湿性の/}オし､卓に起し､て鵜料0)蝦着丈浸

透は悪く､染着竜は毅斜により差は生じ金庫創掛二位J店主得たロ二れらd)皇左補う

七捌二重に高過去JC苧とし､文才ノLソ･フ工ニール.ブ工) -)L･モノ7ロ-ノし､べ

>ビン､サル与□蔽メヰル､フェノール書のキ17リマ-王侯周することにより梁着電

は塩加すBも0と周われ忘｡邑旭の奏に穀L'て厳酷よりも着席蔽7位浴で染垂去行な

Jた方が邑泊G)鮮明度は恵んでし､たo美欝0)動物継の巌に釣鐘酎臥､ため敏経の

表面層が史郎初矧二健和訓てL軌跡こ定席に対L敵手が起るため~N H2に対し蜘7

力が六きし一方が染色されてしまL, ､濫深耕善の乳象左鼓し醍合染料の侠用に出し注意

芸亜尊とするo

和光堂年産は非鰍二乗(妙-　且払9 4倉Ld'染料の射0滝田照尉L,ても

を定であっfLが.佃の薬科は3時向で変色文は温色し1-10

らOoCに於ける燕濁試験は全般に専愛であったが､髄- rilaわずかにナ召コゝ温

周布を汚染したのでその筈巌を4･巌と表示した8

摩擦試嵐は乾産廃車中康之講′ヾて宅の鬼果全姫的にaF艶々性浴で梁塵Lて試矧が巨

軌二よく､丘&岨4eLはぽとんと摩擦布の漬菜は臣られ倉かつか塩酸′2性浴下毅

邑した鼓耕0中でRLL* ∫3β広一暴落乙3鬼農産で窃-)毛｡

染色後の堅牢度試験の磨果悪Ll兵は梁色法の改畳によってある護摩補,-j葦が出素意

と思うDヌ梁垂線の処遷云充分に行なう事､鼓はタンニン酸葎処理+zl行すう事も-つ

の方法と思われる｡
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虹技衝iE,kJ導に関する事項

-虹Z　巡転乗地場導(昭和34年度)

畑f巨巨7巨.i c,い0日′昌之i /,i2i3鳥十.i
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5月26白

6月22日

7日1 6日

9日I OEj

i 0日29日

∬-4　成東会並狛二展京会

月　日　　　嬢　　　所　某所着　内　　　容

触工禁鳥番所　　30名　タインアマi二項演

洪庵適工業協田鹿台　30名　婚胤TjBl東

鹿庸工貴意蕃所　　　8名　　　ン

能登川与軒　　　22名　虚穿着京会

I2日　4日　　喜皇子､戸jT

1 2月2 3日　　敏絶=善意導所

D-5　出版･手)惰胸

J　　-i　　　　　･｣

巨細慮二コースオ-冒

2　葉薦報告しEB私32∴ 33年度版J

j /級塩ニュ-ス舛二宅

4･涼緒緬につし､て(jj鹿央

5､金成凝鮎羊金環蝕鮭性鮭一覧表

一弓

9名　台献般縫,/)性能

2rJ名　フリー+rJ)葉懐

jLl名　感崩しJ)硫央

部　数　発行年月

50'3　　34宜4月

720　　34j引l月

348日jj

i OO　　34年10月

500　　34主引順



Ⅲ.其の他の業務に関する事頂

Ⅲ-I　転昌の崩修

o　合併細の性毎と新製品につし､て

･,題細物の品島改量につし＼て

o ih,代化譲備につし＼て

｡　恵匠､匝優良染色につLlて

o　細線物LjD志戚化l=つし､て

コ　合肝腰姓の製掛につし＼て

0　台賎銀座の染色､仕上につし＼て

Ⅲ-2　固殻工場の設腐利用

別　圭　頗　用　目　白 刺 傾　用　月　日

SB,田　ftL jj線.林､

豊田　式力忠膿､

津田顧式舶莱'

出国武ノ｣､rb力,触頻､

iヒ廉･詳オ鰍両夫梓〕

大隈ri二重ビロー噛鮮

舞EE式夕寸jL力磨経
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昌4L I.Z∫
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樺太副式燃糸井＼

リーチングマゝン
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月卜3成東生皮棄習生の養成

期　　　　向　･奉　朋　毒

7月//日-g月/0日　度盛短大生　4名

g月　3Ej-絹　4日　缶内中学生jg名

内　　　虐

工草用水､の分新

興厳達｢巌

冒月[ロー絹l白'Jrl;丁'=7,;芸]細物製造-願
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Ⅳ｣畠導師に関する幸頂

Ⅳ`-i　娼　　　j叡

｢｢｢｢｣

を所

操)　　蒜

長

～:Tf;　虜庶ぐ　施
WW--一一一一一∵圭等椅1.汽缶士1 ､ノト便1

技師6､技師補2 ､指導蕪3

鮭豊川支所　-

(主　任)

高島貴所　-
(主　任)

Ⅳ-2　敷地､建.物

他　　　t;チj77-)i,

物　　　/.{'タ,2_平方メートル

物理試験室ク1平方メートル

垣温恒温季32平方メートル

jヒ学課寮重吉4年もノ-ト)L

染色試厳重クヱ平方メートル

Ⅳ-3　主要設備席構

毅量

布FTl張力試醸錯　　　　Z

糸強伸庫榔

座席剖

検政宗

ストロ7rT回転計

写蔓引伸展＼

7riロスコープ

亀妄湯煎苦

熱三t鼓膜宝

∠　ク　∫　j　/　ノ　/　/

J主節2

段節1､匝暗転買1

団安室}/平方メート)L

常1薮工塩32iL′平方メ-卜)L

荒島　皇/ク乎方メートル

其の他L/∠ク平方ノートJL

7二一トテスター

lT一言スJP一

屈薄暮

垂云天締

ト-ヨミ　ョ'/'{31,,ス

ト比/yL打

て'LTぺ墨

鵬--2-/

jjストム記者艶物塵毘鼓銀鈴/

顕歓鐘　　　　　　　　　　{

顕紋鐘等車装置-だ

イオ二交換飽水装置

水素イオン演煙暴

紫外腰勉賛鑑鞄纂

定温乾燥呈

戚物厚三測恵患

うウシデーテストダー

糸舟畠力試験患

耐水産試顧播

/L尊天秤

〒1-i=1ンメーター

宇土/if th/クス比色計

麻切腹水庫

静亀隻測定巣

マネー式軸

簾遺棄

基速水舟封

敬重

/　　圧腐弾性鼓親善

/　　　尭亀曹比色計

2　　　学撮型裟色虐凍試艶播

/　　'J L配布親好

ヱ　　　スト-7-お産封

/　　堅型zk儀式ポイう-

'　　'JL型マングJレ

/　　　表面温鹿討

/　　出し,i:･紬宴

4　　,%隻発生綜

{　　　分析巣窟一式
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/　　経〆りイス轟､

/　　　式敷用鍋釜

ノ　　　蓮糸蘇巣滑

/　,)＼型薦練茶席寸

節- 4招勅34年度歳入歳出決算
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